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1. 簡単な HTMLファイルを作ろう！ 
以下のリストをエディタ（メモ帳または秀丸エディタなどでよい）で書き、
sample1.html というファイル名で保存する。 
 
<HTML> 
<HEAD> 
<TITLE> ここにタイトルを書きましょう！ </TITLE> 
</HEAD> 
<BODY> 
ここに、本文を書きましょう！ 
</BODY> 
</HTML> 
 
WWWブラウザでこのファイルを閲覧してみましょう！ (^^) 
 
代表的なタグの紹介 
 
<H1> 見出し </H1> 
 見出しの設定。<H1>～<H6>まであり、<H1>が一番大きい 
<P> ・・・ </P> 
 段落(Paragraph)の記述 
<BR> 
改行(Line brake) 
<FONT size=”number”> ・・・</FONT> 
文字のサイズの変更 numberは、1～7で７が一番大きい 標準は 3 
<FONT color=”color”> ・・・</FONT> 
文字の色の変更 (Black,White,Red,Blue,Green,Yellow,Grayなど) 
<BODY text=”color”> ページ全体の文字色の設定 
 文字の色を赤にする <BODY text=”Red”> 
<BODY bgcolor=”color”> 背景色の設定 
 背景色を水色にする <BODY bgcolor=”Aqua”> 
<A href=”www.fukui-nct.ac.jp”> 福井高専へのリンク </A> 
 ハイパーリンクの設定 
<IMG src=”sample.jpg” alt=”サンプルの図”> 
 画像の表示 
３. テキスト版 アクセスカウンタ（ＳＳＩ使用） 
● index.html ファイル 
<HTML> 
 <BODY> 
 <H1>ゆういちのＨＰテスト用</H1> 
 <HR> 
 <!--#exec cmd="./cgi-bin/count.cgi"--> 
 </BODY> 
</HTML> 
 
● /cgi-bin/count.cgi ファイル 
#!/usr/bin/perl 
 
open(FH,"./cgi-bin/count.dat"); 
$cnt=<FH>; 
close(FH); 
 
$cnt++; 
 
print"<CENTER>あなたは、${cnt}人目の訪問者です。</CENTER>"; 
 
open(FH,">./cgi-bin/count.dat"); 
print FH $cnt; 
close(FH); 
 
__END__ 
 
●.htaccess ファイル 
Options +Includes 
Options +ExecCGI 
AddHandler server-parsed html 
AddHandler cgi-script cgi 
 
２. Perl入門 
● print “文字列”; 文字列の表示  変数 ($文字列)と簡単な計算もここで説明 
  例題１ first.pl 
#!/usr/bin/perl 
print "はじめての Perl!" 
DOSコマンドで以下を実行 
perl first.pl 
 
  例題２ first2.pl 
#!/usr/bin/perl 
# nameという名前の変数をつくり、自分の名前を代入 
$name = "たかく ゆういち"; 
print "$name ¥n"; 
print "私の名前は、${name}です。 ¥n"; 
 
例題 3 hello.cgi 
#!/usr/bin/perl 
# UNIXでは、１行目にサーバ上のどこに Perlがあるのかを記述する。 
# 一般的には、/usr/local/bin or /usr/local/bin/perlにあるが、 
# 詳しくはサーバの管理者にたずねるか、サーバ上で which perl 
# というコマンドを使い検索する。 
 
print "Content-type: text/html ¥n¥n"; 
# これから HTMLの文法に従った内容を送るという意味 
# ¥n は改行を表し、ここでは２回改行を行っている。 
# これは、Content-typeでの決まりごと。 
 
print "<HTML>¥n"; 
print "    <BODY>¥n"; 
print "        <H1> Hello!</H1>¥n"; 
print "    </BODY>¥n"; 
print "</HTML>¥n"; 
ちゃんと実行でき、表示されるなら以下を実行 
perl hello.cgi  >  hello.html 
hello.htmlをブラウザで表示させてみる 
 
  例題４ calc.pl 
#!/usr/bin/perl 
#簡単な計算を行う 
$x = 1; 
$y = 2; 
$ans = $x + $y; 
print "$x足す$yは、$ansである。"; 
__END__ 
 
 
● if 条件分岐（もし○○なら○○しなさい。そうでなければ○○しなさい） 
  if ( 条件式 ) { 
 処理 ; 
    } else { 
 処理 ; 
    } 
 
  例題 1 ex_if.pl 
#!/usr/bin/perl 
#if文の使い方 1 
$a=6; 
if ( $a > 5 ) { 
 print " ¥$aは$aであり、これは 5より大きい"; 
} else { 
 print " ¥$aは、$aであり、これは 5以下"; 
} 
 
比較演算子 
= = 等しい 
! = 等しくない 
> 右辺より大きい 
> =  右辺以上 
< 右辺より小さい 
< = 右辺以下 
 
  例題２ ex_if2.pl 
#!/usr/bin/perl 
#if文の使い方 2 
#if文において、 条件式が 0なら偽 
#    0以外なら真 を表す 
$a = 0; 
if ( $a ) { 
 print "真です"; 
} else { 
 print "偽です"; 
} 
 
 
● for 繰り返し および 配列 (@文字列) 
例題１ ex_for.pl 
#!/usr/bin/perl 
# 1-10を順番に書く 
for ( $i=1 ; $i<=10 ; $i++ ) { 
 print "$i"; 
} 
print "¥n"; 
 
#  *(アスタリスク)を１０個かく 
for ( $i=1 ; $i<=10 ; $i++ ) { 
 print "*"; 
} 
print "¥n"; 
 
例題２ ex_for2.pl 
#!/usr/bin/perl 
#配列を使ってみよう 
 
@list = ("福井","鯖江","武生");  #これが配列 
 
print "配列の最初には$list[0]が入っている ¥n"; 
 
$count = @list;       #配列のリスト数は、このように得る 
print "$count ¥n"; 
 
# 配列の中身をすべて表示 
for ($i=0 ; $i<=$count-1 ; $i++) { 
 print "$list[$i] ¥n"; 
} 
 
 
● ファイルの基本操作  
ファイルを開く  open ( ファイルハンドル , “ファイル名”); 
ファイルを閉じる  close (ファイルハンドル); 
ファイルに書き込む  print ファイルハンドル “書き込む内容”; 
  ファイルから一行読み込む $data = <ファイルハンドル> 
 
  例題１ ex_file_write.pl 
#!/usr/bin/perl 
#ファイルに書き込むプログラム 
open( FH, ">test.dat");   #書き込み用として、ファイルを開く 
print FH "あいうえお¥n";  #開いたファイルに書き込む 
close(FH);    #ファイルを閉じる 
 
   例題２ ex_file_write2.pl 
#!/usr/bin/perl 
#ファイルに追加書き込むプログラム 
open( FH, ">>test.dat");   #追加書き込み用として、ファイルを開く 
print FH "かきくけこ¥n";  #開いたファイルに書き込む 
close(FH);    #ファイルを閉じる 
 
  例題３ ex_file_read.pl 
#!/usr/bin/perl 
#ファイルからデータを読み込むプログラム 
 
open( FH, "<./test.dat");         #読み込み用として、ファイルを開く 
$str = <FH>;                 #ファイルから一行を読み込む 
print "$str"; 
 
$str = <FH>;                 #ファイルから次の一行を読み込む 
print "$str"; 
 
close(FH);                   #ファイルを閉じる 
 
● split 文字列を区切って配列にする 
@list = split( / 区切り文字 / , $str ); 
 
例題１ ex_split.pl 
#!/usr/bin/perl 
#splitの使い方 
$str = "abc-def-ghi"; 
@list = split( /-/ , $str); 
for ($i=0 ; $i < @list; $i++) { 
 print "$list[$i] ¥n"; 
} 
 
   例題２ ex_split2.pl 
#!/usr/bin/perl 
#splitの使い方２ 
$str = "abcdefg"; 
@list = split( // , $str); 
for ($i=0 ; $i < @list; $i++) { 
 print "$list[$i] ¥n"; 
} 
 
 
● foreach 要素を１つづつ処理 
foreach $str ( @list ); 
 
例題 ex_foreach.pl 
#!/usr/bin/perl 
#foreachの使い方 
@list=("abc","ABC","123"); 
foreach $str (@list) { 
 print "$str¥n"; 
} 
 
 
● printf , sprintf 指定した書式にしたがって文字列を生成 
printf ( 書式 , 引数 ); 
$str = sprintf ( 書式 , 引数 ); 
 
 
例題  ex_printf.pl 
#!/usr/bin/perl 
#printf,sprintfの使い方 
$number = 10; 
printf("%9d  ¥n" ,$number); #右詰 9文字幅(10進整数) 
printf("%09d ¥n" ,$number); #上記と同様 但し空白を 0で補完 
 
$number = 123.456; 
printf("%9.2f  ¥n" ,$number); #右詰 9文字幅,小数点以下 2桁 
 
$number = 123; 
$new_number = sprintf("%05d ¥n" ,$number); #変数を整形し、他の変数に代入 
print "$number $new_number ¥n"; 
 
 
４. GIF版 アクセスカウンタ(CGI使用) 
サンプルプログラム gif_counter.cgi 
 
#!/usr/bin/perl 
 
#カウント用データファイル名指定 
$DataFile="./count.dat"; 
 
#gifファイルの場所 
$dir_gif="./gif"; 
 
print "Content-type: text/html¥n¥n"; 
 
print "<HTML>¥n"; 
print "    <BODY>¥n"; 
print "        <H1> GIF版 アクセスカウンター </H1>¥n"; 
 
#ファイルからデータ読み込み 
if( open( FH , "<$DataFile" )) { 
 $count = <FH>; 
 close(FH); 
 #正しく読み込めたかの確認 
 #print "$count¥n"; 
 #カウントアップ 
 $count++; 
 
 #５桁にそろえる 
 $count = sprintf("%05d",$count); 
 
 #カウンター表示 
 foreach $number (split( // , $count )) { 
  print "<IMG SRC=¥"${dir_gif}¥/${number}.gif¥">"; 
 } 
 print "¥n"; 
 
 #カウンタ書き込み 
 if( open( FH , ">$DataFile" )) { 
  print FH $count; 
  close(FH); 
 } 
 else { 
  print "ファイルの書き込みに失敗<BR>¥n"; 
 } 
} 
else { 
 print "ファイルの読み込みに失敗<BR>¥n"; 
} 
 
 
print "    </BODY>¥n"; 
print "</HTML>¥n"; 
 
__END__ 
 
＜参考図書＞ 
HTML関連 
 はじめて作るホームページ HTML編 川名和子 技術評論社 ¥1,780 
 HTMLハンドブック 水津弘幸 ソフトバンク ¥1,500 
 
CGI･Perl関連 
 Perlで作る CGI入門･基礎編 結城浩 ソフトバンク ¥2,730 
Perlで作る CGI入門･応用編 結城浩 ソフトバンク ¥3,000 
 はじめての人のための かんたん Perl/CGI入門 
紙谷歌寿彦 秀和システム ¥2,200 
 
＜無料でＨＰスペースを借りられるところ＞ 
http://www.hi-net.zaq.ne.jp/kobej/free/free_g0113.htm 
http://tadamono.to/homepage.html 
などで、紹介されている。 
各種検索エンジンで、“無料ホームページリンク集”などで検索すればよい。 
CGI可（できれば、SSIも可）のところを探すこと。 
 
＜基本用語説明＞ 
●ＨＴＭＬ（エイチ・ティー・エム・エル：Hypertext Markup Language） 
Webページを記述するための、簡単な言語の一種。 
●ＣＧＩ(シー・ジー・アイ：Common Gateway Interface) 
 ブラウザは、サーバと通信を行うことによって、必要な情報を入手する。このとき、単
に情報を入手するだけでなく、サーバ側にあるプログラムを実行してくださいと依頼しそ
の結果を入手することも出来る。このときサーバで動作するプログラムのための共通のル
ールをしてしたものが、CGIである。 
CGI を使えば、掲示板やチャットのように、ユーザからの情報を収集することができる
ようになる。Yahoo! などの検索エンジンで、情報入力できるのも、CGIのおかげである。 
●ＳＳＩ（エス・エス・アイ：Server Side Include） 
 CGIとは違い、ブラウザ側からではなく、サーバ自身がプログラムを実行させる仕組み。 
HTMLファイルの中に、記述して使うことができる。 
●Ｐｅｒｌ (パール) 
 プログラミング言語の一つです。CGIの記述に適している。 
 
＜必要なフリーソフト一覧＞ 
・ 秀丸エディタ   http://hide.maruo.co.jp/ 
  とても便利なエディタ（メモ帳でも可） 
・ Active Perl   http://www.activestate.com/ 
   フリーの Perl言語 
・ FFftp   http://www2.biglobe.ne.jp/~sota/ 
   ファイルの転送ソフト 
・ Apache   http://www.apache.jp/ 
ＷＷＷサーバ 
 
 
ゲストブックで使うファイル一覧 （すべて /cgi-bin の下におくこと） 
 
ファイル名 属性 内容 
guest_book.html 644 ゲストブックのホーム 
guest_write.html 644 フォームによるデータ受け渡し 
guest_write.cgi 755 ファイルへのデータの追加書き込み 
guest_read.cgi 755 ゲストブックの閲覧 
guest_book.dat 666 ゲストブックのデータ 
cgi-lib.pl 644 cgiライブラリ 
  
 
● guest_book.html 
<HTML> 
 <BODY> 
  <H1><<ゲストブック>></H1> 
  <H2><A HREF="guest_write.html"> ・ 書き込み</H2> 
  <H2><A HREF="guest_read.cgi"  > ・ 閲覧</H2> 
 <BODY> 
</HTML> 
 
● guest_write.html 
<HTML> 
<BODY> 
 
<H1>ゲストブックに記入してください。</H1> 
 
<FORM ACTION="guest_write.cgi" METHOD="POST"> 
 
名前を記入してください。<BR> 
<INPUT TYPE="text" SIZE=60 NAME="name"> 
 
<P> 
コメントをお書きください。<BR> 
<TEXTAREA NAME="comment" cols=60 rows=8> 
</TEXTAREA> 
 
<P> 
<INPUT TYPE="submit" VALUE=" 送信 "> 
<INPUT TYPE="reset"  VALUE=" クリア"> 
 
</FORM> 
 
</BODY> 
</HTML> 
● guest_write.cgi 
#!/usr/bin/perl 
 
# ゲストブックへの記入プログラム 
 
# ゲストブックのデータファイル名 
$data_file = 'guest_book.dat'; 
 
# HTMLヘッダの送信 
print "Content-type: text/html¥n¥n"; 
 
# ライブラリの読み込み 
require 'cgi-lib.pl'; 
 
#フォームの%formへの読み込み 
&ReadParse(*form); 
 
# データの受け取り 
$name  = $form{'name'}; 
$comment = $form{'comment'}; 
 
# テスト用 
#$name  = 'ゆういち'; 
#$comment = 'ゲストブックのテスト中'; 
 
# 名前が入力されているかどうかの確認 
if ($name eq '') { 
    &print_error("名前が入力されていません。"); 
} 
 
# コメントが入力されているかどうかの確認 
if ($comment eq '') { 
    &print_error("コメントが入力されていません。"); 
} 
 
# タグを置換する 
$name =~ s/</&lt;/g; 
$comment =~ s/</&lt;/g; 
 
# データファイルのオープン 
if (!open(TXT, "+<$data_file")) { 
    &print_error("ゲストブックのデータファイルが見つかりません。"); 
} 
 
# データファイルのロック 
if (!&lock_file(TXT)) { 
    close(TXT); 
    &print_error("書き込みの衝突が起きました。"); 
} 
 
# これまでのデータファイルを全部読む 
@txt = <TXT>; 
 
# ファイルの先頭にまき戻す 
seek(TXT, 0, 0); 
 
# データファイルの書き込み開始 
print TXT "<DL>¥n"; 
 
# 名前 
print TXT "<DT>名前<DD>$name¥n"; 
 
# コメント 
if ($comment ne '') { 
    print TXT "<DT>コメント<DD>$comment¥n"; 
} 
 
# 記入日 
$datestr = &get_date_string; 
print TXT "<DT>記入日時<DD>$datestr¥n"; 
 
print TXT "</DL>¥n"; 
 
print TXT "<HR>¥n"; 
# ここまでで新規データの書き込み終了 
 
# これまでのデータを書き加える 
print TXT @txt; 
 
# ファイルサイズはここで切りつめておく 
truncate(TXT, tell(TXT)); 
 
# データファイルのアンロック 
&unlock_file(TXT); 
 
# データファイルのクローズ 
close(TXT); 
 
# 書き込み成功 
&page_begin("書き込みありがとうごさいました。"); 
&page_end; 
 
 
# 終了 
exit(0); 
 
 
# 
# 以下はサブルーチン 
# 
 
# エラー表示 
# &print_error("メッセージ"); 
sub print_error { 
    local($msg) = @_; 
    &page_begin($msg); 
    &page_end; 
    exit(0); 
} 
 
# タイトル部分 
# &page_begin("メッセージ"); 
sub page_begin { 
    local ($msg) = @_; 
    print "<HTML>¥n"; 
    print "<HEAD>¥n"; 
    print "<TITLE>$msg</TITLE>¥n"; 
    print "</HEAD>¥n"; 
    print "$bodytag¥n"; 
    print "<H1>$msg</H1>¥n"; 
} 
 
# ページの終わり 
sub page_end { 
    print "<HR>¥n"; 
    print "<A HREF=guest_book.html>ゲストブックに戻る</A>¥n"; 
    print "<HR>¥n"; 
    print "</BODY>¥n"; 
    print "</HTML>¥n"; 
} 
 
# 現在日時を文字列化する 
sub get_date_string { 
    local($sec, $min, $hour, $day, $mon, $year); 
    ( $sec, $min, $hour, $day, $mon, $year ) = localtime(time); 
    $year += 1900; 
    $mon++; 
    # 必要なら０を付加する 
    if ($hour < 10) { 
        $hour = "0$hour"; 
    } 
    if ($min < 10) { 
        $min  = "0$min"; 
    } 
    if ($sec < 10) { 
        $sec  = "0$sec"; 
    } 
    return "$year年$mon月$day日 $hour時$min分$sec秒"; 
} 
 
# ロック 
sub lock_file { 
    local(*FILE) = @_; 
    if ($uselock) { 
        eval("flock(FILE, 2)"); # 2=LOCK_EX 
        if ($@) { 
            # flock が使えない場合、ここに来る。 
            return 0; 
        } 
    } 
    return 1; 
} 
 
# アンロック 
sub unlock_file { 
    local(*FILE) = @_; 
    if ($uselock) { 
        eval("flock(FILE, 8)"); # 8=LOCK_UN 
    } 
} 
 
 
 
 
● guest_read.cgi 
#!/usr/bin/perl 
# 
# ゲストブックの閲覧プログラム 
 
# ゲストブックのデータファイル名 
$data_file = 'guest_book.dat'; 
 
 
# ヘッダの送出 
print "Content-type: text/html¥n¥n"; 
 
# データファイルのオープン 
if (!open(TXT, "$data_file")) { 
    &print_error("ゲストブックのデータファイルが読めません。"); 
} else { 
    &page_begin("ゲストブック"); 
 
    print "<HR>¥n"; 
    # データファイルをすべて表示 
    while (<TXT>) { 
        print; 
    } 
    &page_end; 
 
    # ファイルをクローズ 
    close(TXT); 
} 
 
# 終了 
exit(0); 
 
# 
# 以下はサブルーチン 
# 
 
# エラー表示 
# &print_error("メッセージ"); 
sub print_error { 
    local($msg) = @_; 
    &page_begin($msg); 
    &page_end; 
    exit(0); 
} 
 
# タイトル部分 
# &page_begin("メッセージ"); 
sub page_begin { 
    local ($msg) = @_; 
    print "<HTML>¥n"; 
    print "<HEAD>¥n"; 
    print "<TITLE>$msg</TITLE>¥n"; 
    print "</HEAD>¥n"; 
    print "$bodytag¥n"; 
    print "<H1>$msg</H1>¥n"; 
} 
 
# ページの終わり 
sub page_end { 
    print "<HR>¥n"; 
    print "<A HREF=guest_book.html>ゲストブックに戻る</A>¥n"; 
    print "<HR>¥n"; 
    print "</BODY>¥n"; 
    print "</HTML>¥n"; 
} 
 
 
 
